『閑居友』をめぐる周辺資料-"円海"をめぐる一資料について- by 牧野 和夫 et al.
『
閑
居
友
』
を
め
ぐ
る
周
辺
資
料
―
―

円
海

を
め
ぐ
る
一
資
料
に
つ
い
て
―
―
牧
野
和
夫
は
じ
め
に
「
忍
空
―
円
海
―
秀
範
」
と
次
第
す
る
師
資
相
承
の
血
脈
が
も
つ
「
重
み
」
は
、
近
時
留
意
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
も
の
で
あ
る
（
土
屋
貴
裕
氏
「『
天
狗
草
子
』
の
復
元
的
考
察
」〈『
美
術
史
』
１
５
９
冊
〉
他
・
牧
野
「
新
出
東
寺
蔵
『〔
七
天
狗
紙
詞
抜
書
（
外
題
「
延
暦
園
域
東
寺
三
箇
奇
由
来
」）〕』
一
巻
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
〈『
実
践
国
文
学
』
６９
号
〉
他
）。
今
回
採
り
上
げ
る
資
料
一
点
は
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
小
論
「
十
二
世
紀
後
末
期
の
日
本
舶
載
大
蔵
経
か
ら

然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
に
及
ぶ
」（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』
勉
誠
社
２
０
０
８
・
１２
刊
）
や
口
頭
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
「
中
世
文
学
史
の
一
隅
―
慶
政
（
と
円
海
）
の
周
辺
を
軸
に
―
」（
伝
承
文
学
会
大
会
２
０
０
８
年
８
月
３１
日
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
と
く
に
「
円
海
」
を
め
ぐ
る
既
紹
介
の
一
資
料
で
あ
る
。
波
及
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
周
辺
の
「
文
学
」
的
な
関
連
、
特
に
『
閑
居
友
』
に
絡
む
も
の
で
あ
り
、
既
に
刊
行
を
み
た
「
慶
政
と
聖
徳
太
子
信
仰
―
宋
版
一
切
経
補
刻
事
業
を
軸
に
―
」
（『
佛
教
史
学
研
究
』
５０
巻
１
号
、
２
０
０
７
・
１１
刊
）
に
も
連
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
一
、
川
瀬
一
馬
氏
紹
介
「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」
を
め
ぐ
っ
て
復
刊
『
書
誌
学
』
新
２６
・
７
合
併
号
号
（
昭
和
五
十
六
年
五
月
）
所
載
の
川
瀬
一
馬
氏
「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」
は
、
未
だ
十
分
に
活
用
を
み
な
い
『
閑
居
友
』
関
連
資
料
の
重
要
な
紹
介
で
あ
る
。
― １ ―

現
存

状
況
に
関
す
る
情
報
を
未
だ
入
手
し
え
な
い
ま
ま
に
（
洩
れ
承
る
と
こ
ろ
川
瀬
氏
旧
蔵
写
真
資
料
の
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
と
い
う
）、
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
は
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
が
、「
円
海
」
と
「
閑
居
友
」
と
の
関
連
を
追
及
す
る
過
程
で
、
看
過
し
が
た
い
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
再
度
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
際
、
必
要
な
限
り
、
川
瀬
氏
前
掲
論
考
の
引
用
を
以
て
、
宛
て
た
い
と
考
え
る
。
原
本
披
見
の
か
な
っ
た
折
に
は
、
補
足
も
か
ね
て
詳
細
な
書
誌
事
項
に
つ
い
て
、
ふ
れ
た
い
。
当
該
資
料
は
、「
巻
子
」
本
で
、
表
紙
は
「
雲
母
引
き
厚
様
斐
紙
の
表
紙
」
で
「
紫
衣
帯
紐
」、
こ
れ
ら
は
、「
牙
軸
」
と
あ
わ
せ
て
、
「
江
戸
期
以
降
に
古
い
物
を
用
ひ
て
補
装
」
と
い
う
。
「
本
文
は
料
紙
（
斐
楮
交
漉
）
は
三
葉
を
継
い
だ
短
い
巻
子
、
第
一
紙
長
さ
（
四
寸
）
と
第
三
紙
長
さ
（
一
尺
四
分
五
厘
）
と
は
短
く
、
第
二
紙
（
長
さ
一
尺
六
寸
二
分
）
が
本
来
の
長
さ
で
あ
る
が
、
縦
は
現
在
九
寸
四
分
強
に
な
っ
て
ゐ
て
、
下
が
少
し
切
截
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
も
と
は
な
ほ
三
四
分
は
長
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
切
截
は
後
に
本
紙
の
裏
面
に
諸
種
の
真
言
修
法
に
つ
い
て
記
る
さ
う
と
し
て
、
そ
の
書
写
を
行
な
ふ
際
に
他
の
料
紙
と
切
り
揃
へ
る
た
め
に
断
ち
落
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
と
い
う
。「
三
葉
」
を
継
い
だ
巻
子
本
と
い
う
特
異
な
形
態
か
ら
判
断
す
る
に
、
最
終
的
な
装
訂
は
「『
閑
居
友
』
編
纂
の
一
資
料
」
と
見
ら
れ
る
一
説
話
を
表
に
し
て
収
め
る
意
図
で
近
代
に
お
い
て
裁
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。「
近
代
の
説
話
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
意
識
と
そ
の
基
礎
的
研
究
法
の
確
立
後
、
即
ち
明
治
・
大
正
以
降
に
「
江
戸
期
以
降
」
の
「
古
い
物
を
用
ひ
て
補
装
」
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
現
存
分
は
「
大
身
真
言
印
事
」「
金
童
子
三
古
印
事
」「
金
剛
童
子
延
命
事
」「
止
雨
法
事
（
二
條
）「
金
童
子
傳
受
次
第
事
」
等
を
記
載
し
、
終
り
に
「
灌
頂
等
事
等
別
紙
記
之
耳
」
と
あ
り
、
そ
の
次
に
、
正
元
々
年
円
海
な
る
本
文
と
は
別
筆
の
識
語
が
あ
る
。」
と
記
述
し
て
、
裏
面
の
真
言
修
法
の
収
録
項
目
を
記
し
、
「「
大
身
真
言
印
事
」
の
前
に
な
ほ
三
行
程
、
大
身
真
言
に
関
す
る
「
仰
云
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
前
行
が
切
れ
た
儘
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
ま
た
後
に
表
の
平
仮
名
交
り
文
、（
閑
居
の
友
と
同
内
容
の
一
條
）
を
再
び
活
か
す
た
め
に
、
そ
の
記
事
の
最
初
か
ら
の
分
を
切
り
離
し
て
一
巻
に
仕
立
て
た
故
の
こ
と
と
推
せ
ら
れ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
一
資
料
中
の
最
重
要
年
記
を
含
む
「
正
元
々
年
円
海
」
の
識
語
に
関
し
て
、
川
瀬
氏
は
、「
本
文
と
は
別
筆
」
と
し
、
正
元
元
年
頃
の
「
年
代
が
筆
に
相
違
な
い
と
思
は
」
れ
る
、
と
推
定
す
る
。
そ
― ２ ―
の
年
代
頃
の
筆
に
相
違
な
い
と
す
る
と
、「
こ
の
正
元
元
年
は
本
書
の
表
裏
を
共
に
限
定
す
る
下
限
の
年
時
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
な
る
。
裏
面
の
真
言
修
法
の
方
に
及
ん
で
、「
金
童
子
三
古
印
事
の
前
に
「
建
久
元
年
十
月
六
日
記
」、
止
雨
法
事
の
條
に
「
建
久
元
年
十
月
六
日
記
」
又
、
次
の
止
雨
法
事
の
前
に
「
建
久
元
年
九
月
五
日
」、
金
童
子
傳
受
次
第
事
の
後
に
「
建
久
二
年
正
月
廿
二
日
記
」
等
と
記
載
の
年
月
を
記
る
し
て
あ
る
。
文
中
に
東
寺
一
長
者
・
二
長
者
（
覚
成
僧
正
）・
東
寺
人
（
祐
尊
律
師
）
等
と
見
え
る
か
ら
、
こ
の
内
容
も
東
寺
関
係
の
真
言
高
僧
の
も
の
に
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、
何
人
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
建
久
元
年
・
二
年
の
筆
記
を
そ
の
後
間
も
な
い
頃
に
纏
め
て
記
る
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
」
と
推
測
さ
れ
た
。
川
瀬
氏
前
掲
論
考
に
は
、
部
分
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
影
の
鮮
明
な
箇
所
を
翻
字
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
之
先
師
乗
々
御
覧
如
何
□
後
次
第
何
ニ
テ
モ
可
有
之
歟
但
我
傳
受
作
法
如
先
也
□
耶
□
申
云
草
次
第
依
一
巻
軌
黄
竜
行
法
也
又
三
巻
軌
□
□
有
之
故
後
授
之
歟
□
相
記
時
一
巻
黄
三
巻
青
也
但
又
三
巻
ニ
モ
黄
竜
説
□
如
此
不
可
偏
執
歟
及
人
定
至
除
更
閑
談
等
星
々
有
之
所
記
九
牛
一
毛
也
灌
頂
等
事
等
別
紙
記
之
耳
〔
正
元
々
年
円
海
〕（
別
筆
）」
８
頁
上
段
書
影
こ
の
十
行
程
の
翻
字
本
文
に
、
別
筆
墨
書
「
正
元
々
年
円
海
記
」
を
併
せ
考
慮
す
る
と
き
、
直
ち
に
浮
上
す
る
一
点
の
典
籍
が
あ
る
。『
宝
秘
記
』
四
十
四
冊
、『
園
城
寺
文
書
第
七
巻
教
学
・
教
義
』（（
園
城
寺
文
書
編
纂
委
員
会
平
成
１６
年
８
月
）
所
収
の
寺
門
派
の
台
密
系
の
類
聚
書
で
あ
る
。
『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
、
２０５
頁
か
ら
２０６
頁
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
記
述
に
逢
着
す
る
。『
宝
秘
記
』
第
二
十
四
冊
の
一
節
で
あ
る
。
（
表
紙
）
「
宝
秘
記
廿
四
」
上
ニ
継
目
墨
付
ア
リ
紛
失
「（
朱
書
）
ナ
リ
天
保
十
五
年
記
之
」
Ｐ
２０５
仰
云
、
先
三
巻
軌
、
次
一
巻
、
次
持
念
経
、
次
第
如
此
伝
受
之
、
必
先
三
之
内
軌
可
授
之
、
予
申
云
、
先
一
巻
軌
次
第
持
念
三
巻
軌
如
此
伝
受
次
第有
之
、
先
師
乗
々
御
覧
如
何
仰
云
、
先
後
次
第
何
ニ
テ
モ
可
有
之
歟
、
但
我
伝
受
作
法
如
先
也
、
― ３ ―
何
三
巻
軌
最
後
耶
予
申
云
、
草
次
第
依
一
巻
軌
黄
童
行
此
、
又
三
巻
軌
秘
事
等
有
之
、
故
後
授
之
歟
仰
云
、
大
相
記
時
一
巻
黄
三
巻
青
也
、
但
又
三
巻
ニ
モ
黄
童
説
モ
有
通黄
青
也
、
如
此
不
可
偏
執
歟
及
人
定
至
除
更
閑
談
等
星
々
有
之
、
所
記
九
牛
一
毛
也
、
又
伝
法結
縁
灌
頂
等
事
等
別
紙
記
之
耳
正
元
々
年
円
海
御
加
持
東
寺
勝
賢
僧
正
、
六
字
供
供
結
線
供
三
類
形
法
一
壇
作
法
八
部
綾
錦
壇
不
置
弓
鏡
結
線
八
部
善
神
三
壇
作
法
護
摩
用
灰
三
類
形
調
伏
用
心
布
字
東
寺
六
字
御
修
法
事
醍
醐
座
主
勝
賢
僧
正
勤
修
、
一
壇
三
時
行
法
三
時
共
伴
僧
読
経
山
門
又
以
如
此
云
々
、
已
上
Ｐ
２０６
正
元
々
年
六
月
十
七
日
、
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
真
筆
本
、
書
写
一
校
了
円
海
記
」
網
掛
け
部
分
が
、
前
掲
翻
字
本
文
に
全
同
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
瀬
一
馬
氏
紹
介
「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」
の
裏
面
は
『
宝
秘
記
』
第
二
十
四
冊
所
収
の
「
大
身
真
言
印
事
」「
金
童
子
三
古
印
事
」「
金
剛
童
子
延
命
事
」「
止
雨
法
事
（
二
條
）「
金
童
子
傳
受
次
第
事
」
等
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
正
確
に
は
川
瀬
氏
紹
介
の
「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」
は
、『
宝
秘
記
』（
冊
子
本
の
第
二
十
四
冊
目
）
の
断
簡
三
葉
の
紙
背
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
表
の
真
言
修
法
等
の
記
述
に
係
る
関
連
注
記
の
裏
書
と
い
う
位
置
づ
け
に
妥
当
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
不
詳
と
し
て
お
く
。
二
、
寺
門
派
台
密
聖
教
『
宝
秘
記
』
に
つ
い
て
下
坂
守
氏
「
園
城
寺
伝
来
の
『
宝
秘
記
』
に
つ
い
て
」（『
園
城
寺
文
書
第
七
巻
教
学
・
教
義
』）
に
拠
れ
ば
、『
宝
秘
記
』
は
桐
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
伝
来
に
つ
い
て
は
、
（
箱
蓋
表
墨
書
）
「
聖
護
院
嘉
言
親
王
御
寄
附
宝
秘
記
四
十
四
冊唐
院
庫
」（
９４
頁
）
― ４ ―
（
箱
蓋
裏
墨
書
）
「
大
宝
院
真
円
者
、
吾
門
密
家
之
竜
象
也
、
其
所
撰
之
秘
記
古
今
諸
師
仰
為
亀
鑑
、
則
行
次
抄
等
中
引
拠
以
為
依
憑
、
惜
哉
、
散
逸
久
矣
、
頃
於
江
州
松
尾
明
寿
院
、
得
六
百
年
前
古
本
、乃
欣
歓
之
余
謄
写
、以
為
永
珍
、擬
法
門
之
復
古
云
」（
同
頁
）
と
、
箱
蓋
表
裏
に
墨
書
が
あ
り
詳
細
が
判
明
す
る
。「
江
州
松
尾
明
寿
院
」
は
、
一
名
松
尾
寺
金
剛
輪
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
護
院
嘉
言
親
王
が
、
金
剛
輪
寺
蔵
古
本
（
六
百
年
前
）
を
底
本
と
し
て
謄
写
し
園
城
寺
へ
寄
贈
し
た
『
宝
秘
記
』
四
十
四
冊
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
宝
秘
記
』
第
四
十
四
冊
末
に
識
語
が
あ
る
。
「
此
書
原
本
巻
軸
、
今
改
為
方
冊
、
素
全
部
不
周
備
、
故
次
第
乱
脱
、
今
私
為
目
次
、
後
人
勿
以
之
、
為
準
縄
、
聊
便
披
読
耳
安
政
四
年
八
月
七
日
」
嘉
言
親
王
は
、「
六
百
年
前
」
と
記
す
が
、
そ
の
遡
及
の
起
年
は
『
宝
秘
記
』
第
四
十
四
冊
末
の
識
語
に
よ
り
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
年
と
確
定
で
き
、
少
な
く
と
も
十
三
世
紀
の
前
・
中
期
頃
の
「
古
本
」
と
の
判
断
が
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、「
宝
秘
記
」
が
、
寺
門
派
の
真
円
口
慶
範
記
の
撰
述
書
で
、
十
三
世
紀
前
期
の
古
写
本
が
、
金
剛
輪
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
墨
識
語
で
あ
る
。
四
十
四
冊
末
識
語
に
「
此
書
原
本
巻
軸
、
今
改
為
方
冊
」
と
あ
り
、
底
本
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
。
『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
の
前
掲
解
題
に
、
下
坂
守
氏
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
内
容
は
『
大
宝
御
抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
真
円
の
遺
文
や
言
葉
を
慶
範
が
集
め
た
も
の
で
、『
宝
秘
記
』
が
慶
範
の
撰
述
に
か
か
る
書
籍
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。」
『
宝
秘
記
』
第
一
至
三
の
み
書
写
さ
れ
た
一
点
、
園
城
寺
蔵
『
不
動
雑
記
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
安
嶋
紀
昭
氏
「
研
究
資
料
『
不
動
雑
記
』」（『
密
教
図
像
』
一
八
号
、
一
九
九
九
年
）
の
、
併
せ
て
『
宝
秘
記
』
の
概
略
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
『
宝
秘
記
』
は
、
ほ
ぼ
毎
冊
末
に
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
あ
る
。
一
冊
か
ら
六
冊
ま
で
記
述
す
る
と
第
一
冊
末
承
久
元
年
六
月
八
日
以
御
草
本
写
得
之
了
／
公
縁
記
正
元
々
年
七
月
五
日
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
真
筆
本
書
写
一
校
了
円
海
記
之
」（
Ｐ
９９
〜
１００
）
第
二
冊
末
承
久
元
―
六
月
十
五
日
以
御
本
書
記
了
公
縁
記
正
元
々
年
七
月
十
二
日
以
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
本
― ５ ―
書
写
一
校
了
円
海
記
之
」（
Ｐ
１０８
）
第
三
冊
末
正
元
々
年
七
月
十
六
日
首
終
都
以
実
蔵
院
（
Ｐ
１１５
〜
１１６
）
僧
正
御
房
本
書
写
了
一
校
了
求
法
沙
門
円
海
記
之
」
第
四
冊
末
「
正
元
々
年
閏
十
月
十
一
日
於
法
住
寺
僧
房
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
本
書
写
了
一
校
了
円
海
記
」（
Ｐ
１２０
）
第
五
冊
末
「
正
元
々
年
後
十
月
十
六
日
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
本
書
写
了
一
校
了
求
法
沙
門
円
海
記
」（
Ｐ
１２６
）
第
六
冊
末
「
正
元
々
年
六
月
廿
日
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
自
筆
御
書
写
本
書
写
一
校
了
円
海
記
」（
Ｐ
１２９
）
の
如
く
で
あ
る
。
「
宝
秘
記
」
の
表
紙
の
、
打
付
外
題
（
か
、
と
思
う
）
の
下
方
に
配
さ
れ
た
墨
書
の
漢
数
字
「
一
」
か
ら
「
三
十
二
」
の
順
に
「
書
写
」「
一
校
」
な
ど
の
奥
書
識
語
に
冠
し
た
年
月
日
を
拾
輯
し
、
列
記
す
る
な
ら
ば
、
正
元
々
年
七
月
五
日
円
海
「
宝
秘
記
一
」
書
写
七
月
十
二
日
「
二
」
書
写
七
月
十
六
日
「
三
」
書
写
後
十
月
十
六
日
「
五
」
書
写
六
月
廿
日
「
六
」
書
写
六
月
十
三
日
「
七
」
書
写
六
月
廿
一
日
「
九
」
書
写
七
月
十
三
日
「
拾
」
の
途
中
一
部
（「
」
の
後
に
…
）
七
月
廿
三
日
「
拾
」
書
写
六
月
十
九
日
「
十
一
」
書
写
七
月
廿
三
日
「
十
二
」
書
写
六
月
十
二
日
「
十
三
」
書
写
八
月
十
五
日
「
十
四
」
書
写
十
一
月
廿
七
日
「
十
五
」
書
写
八
月
九
日
「
十
六
」
の
途
中
一
部
八
月
九
日
「
十
六
」
書
写
正
元
二
年
五
月
廿
八
日
「
十
七
」
書
写
正
元
々
年
八
月
十
六
日
「
十
九
」法
住
寺
書
写
正
元
二
年
正
月
廿
六
日
「
二
十
」
書
写
― ６ ―
九
月
三
日
「
二
拾
弐
」
書
写
正
元
々
年
後
十
月
三
日
「
廿
三
」
書
写
正
元
々
年
「
廿
四
」
の
途
中
に
あ
り
円
海
六
月
十
七
日
「
廿
四
」
の
途
中
に
書
写
後
十
月
六
日
「
廿
四
」の
途
中
書
写
十
月
八
日
「
廿
四
」
書
写
十
二
月
十
三
日
「
廿
五
」
書
写
十
二
月
十
六
日
「
二
十
六
」
書
写
正
元
二
年
二
月
一
日
「
廿
七
」
書
写
正
元
々
年
八
月
十
四
日
「
廿
八
」
書
写
六
月
十
六
日
「
廿
九
」
書
写
八
月
廿
八
日
「
三
拾
」
書
写
十
月
十
一
日
「
三
十
一
」
書
写
十
月
十
日
「
三
十
二
」
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
書
写
年
次
・
月
日
が
「
一
」
か
ら
「
三
十
二
」
に
至
る
冊
番
順
に
順
次
配
当
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
書
写
年
月
日
順
に
四
十
四
冊
を
配
列
し
直
す
な
ら
ば
、
正
元
々
年
六
月
十
二
日
「
十
三
」
書
写
六
月
十
三
日
「
七
」
書
写
六
月
十
六
日
「
廿
九
」
書
写
正
元
々
年
「
廿
四
」
の
途
中
に
あ
り
円
海
六
月
十
七
日
「
廿
四
」
の
途
中
に
書
写
六
月
十
九
日
「
十
一
」
書
写
六
月
廿
日
「
六
」
書
写
六
月
廿
一
日
「
九
」
書
写
七
月
五
日
円
海
「
宝
秘
記
一
」
書
写
七
月
十
二
日
「
二
」
書
写
七
月
十
三
日
「
拾
」
の
途
中
一
部
（「
」
の
後
に
…
）
七
月
十
六
日
「
三
」
書
写
七
月
廿
三
日
「
拾
」
書
写
七
月
廿
三
日
「
十
二
」
書
写
八
月
九
日
「
十
六
」
の
途
中
一
部
八
月
九
日
「
十
六
」
書
写
八
月
十
四
日
「
廿
八
」
書
写
八
月
十
五
日
「
十
四
」
書
写
八
月
十
六
日
「
十
九
」
書
写
八
月
廿
八
日
「
三
拾
」
書
写
十
月
八
日
「
廿
四
」
書
写
十
月
十
日
「
三
十
二
」
書
写
十
月
十
一
日
「
三
十
一
」
書
写
後
十
月
三
日
「
廿
三
」
書
写
― ７ ―
後
十
月
六
日
「
廿
四
」の
途
中
書
写
後
十
月
十
六
日
「
五
」
書
写
十
一
月
廿
七
日
「
十
五
」
書
写
十
二
月
十
三
日
「
廿
五
」
書
写
十
二
月
十
六
日
「
二
十
六
」
書
写
正
元
二
年
正
月
廿
六
日
「
二
十
」
書
写
二
月
一
日
「
廿
七
」
書
写
五
月
廿
八
日
「
十
七
」
書
写
九
月
三
日
「
二
拾
弐
」
書
写
と
な
る
。
第
四
十
四
冊
末
の
識
語
に
よ
れ
ば
「
素
全
部
不
同
備
、
故
次
第
乱
脱
、
今
私
為
目
次
」
と
あ
り
、
紙
継
目
剥
れ
な
ど
に
起
因
す
る
乱
脱
・
前
後
不
備
が
想
定
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
天
保
十
五
年
時
点
の
「
乱
脱
」
状
態
の
注
記
な
ど
が
あ
り
、「
後
人
物
勿
以
之
為
準
縄
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
も
納
得
さ
れ
る
。
冊
数
順
序
に
は
、
か
な
り
嘉
言
親
王
の
私
的
判
断
が
加
わ
っ
て
お
り
、
冊
次
も
元
来
の
巻
次
の
形
態
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
か
っ
て
検
討
を
試
み
た
『
三
僧
記
類
聚
（
雑
鈔
）』
な
ど
の
生
成
過
程
（
寺
院
に
お
け
る
活
発
な
類
聚
作
業
）
と
同
じ
過
程
を
踏
ん
で
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
（
牧
野
「
宝
寿
院
蔵
『
雑
抄
』
五
巻
に
つ
い
て
」
〈『
実
践
国
文
学
』
４９
号
、
平
成
８
・
３
〉）。
三
、『
宝
秘
記
』
断
簡
三
葉
の
位
置
づ
け
こ
の
別
筆
識
語
「
正
元
々
年
円
海
」
を
も
つ
断
簡
三
葉
に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
は
「
内
容
も
東
寺
関
係
の
真
言
高
僧
の
も
の
に
相
違
な
い
」
人
の
手
に
係
る
真
言
修
法
条
々
と
推
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
確
言
は
な
い
。
川
瀬
氏
に
よ
る
と
「
本
文
は
料
紙
（
斐
楮
交
漉
）
は
三
葉
を
継
い
だ
短
い
巻
子
、
第
一
紙
長
さ
（
四
寸
）
と
第
三
紙
長
さ
（
一
尺
四
分
五
厘
）
と
は
短
く
、
第
二
紙
（
長
さ
一
尺
六
寸
二
分
）
が
本
来
の
長
さ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
裏
面
の
真
言
修
法
の
収
録
項
目
現
存
分
は
「
大
身
真
言
印
事
」「
金
童
子
三
古
印
事
」「
金
剛
童
子
延
命
事
」「
止
雨
法
事
（
二
條
）「
金
童
子
傳
受
次
第
事
」
等
で
あ
る
が
、「「
大
身
真
言
印
事
」
の
前
に
な
ほ
三
行
程
、
大
身
真
言
に
関
す
る
「
仰
云
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
前
行
が
切
れ
た
儘
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
ま
た
後
に
表
の
平
仮
名
交
り
文
、（
閑
居
の
友
と
同
内
容
の
一
條
）
を
再
び
活
か
す
た
め
に
、
そ
の
記
事
の
最
初
か
ら
の
分
を
切
り
離
し
て
一
巻
に
仕
立
て
た
故
の
こ
と
と
推
せ
ら
れ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。
『
宝
秘
記
』
断
簡
三
葉
は
、「
大
身
真
言
印
事
」
の
前
に
、
大
身
真
言
に
関
す
る
「
仰
云
」
の
記
載
が
な
お
三
行
程
あ
り
、
そ
の
前
行
が
切
れ
た
儘
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
巻
軸
装
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
― ８ ―
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、『
園
城
寺
文
書
第
七
巻
教
学
・
教
義
』
頁
２０４
下
段
１
行
か
ら
頁
２０５
下
段
１５
行
に
及
ぶ
全
６０
行
が
該
当
す
る
。
「
（
表
紙
）
「
宝
秘
記
廿
四
」
上
ニ
継
目
墨
付
ア
リ
紛
失
「（
朱
書
）
ナ
リ
天
保
十
五
年
記
之
」
仰
云
、
一
之
内
軌
意
也
、
聞
タ
リ
大
身
真
言
之
後
、
十
一
ケ
印
之
中
可
五
…
…
（
略
）
…
…
建
久
元
―
十
月
十
六
日
記
金
童
子
三
古
印
事
仰
云
、
法
輪
院
被
書
付
物
…
…
（
略
）
…
…
…
…
（
略
）
…
…
金
剛
童
子
延
命
事
仰
云
、
唐
坊
抄
息
災
行
云
事
見
タ
リ
、
但
敬
愛
ニ
行
は
や
と
存
也
、
…
…
（
略
）
…
…
止
雨
法
事
建
久
元
―
十
月
六
日
記
仰
云
、
支
度
只
如
常
、
大
法
修
法
定
之
可
出
之
、
…
…
（
略
）
…
…
…
…
（
略
）
…
…
建
久
元
―
九
月
五
日
止
雨
法
事
今
年
去
八
月
十
六
七
日
洪
水
、
廿
余
年
中
第
一
洪
水
也
、
仍
五
社
御
…
…
（
略
）
…
…
金
童
子
伝
受
次
第
事
建
久
二
―
正
月
廿
ニ
日
記
仰
云
、
先
三
巻
軌
、
次
一
巻
、
次
持
念
経
、
次
第
如
此
伝
受
之
、
必
先
三
之
内
軌
可
授
之
、
予
申
云
、
先
一
巻
軌
次
第
持
念
三
巻
軌
如
此
伝
受
次
第有
之
、
先
師
乗
々
御
覧
如
何
仰
云
、
先
後
次
第
何
ニ
テ
モ
可
有
之
歟
、
但
我
伝
受
作
法
如
先
也
、
何
三
巻
…
…
（
略
）
…
…
結
縁
灌
頂
等
事
等
別
紙
記
之
耳
正
元
々
年
円
海
御
加
持
東
寺
勝
賢
僧
正
、
六
字
供
供
結
線
供
三
類
形
法
一
壇
作
法
八
部
綾
錦
壇
不
置
弓
鏡
結
線
八
部
善
神
三
壇
作
法
護
摩
用
灰
三
類
形
調
伏
用
心
布
字
東
寺
六
字
御
修
法
事
醍
醐
座
主
勝
賢
僧
正
勤
修
、
一
壇
三
時
行
法
三
時
共
伴
僧
読
経
山
門
又
以
如
此
云
々
、
已
上
Ｐ
２０６
― ９ ―
正
元
々
年
六
月
十
七
日
、
賜
実
蔵
院
僧
正
御
房
御
真
筆
本
、
書
写
一
校
了
円
海
記
」
い
さ
さ
か
不
審
で
は
あ
る
が
、「
上
ニ
継
目
墨
付
ア
リ
紛
失
「（
朱
書
）
ナ
リ
天
保
十
五
年
記
之
」」
と
あ
っ
て
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
時
点
（
か
ど
う
か
、
原
本
確
認
を
怠
っ
て
い
る
の
で
朱
書
の
状
態
な
ど
今
後
の
課
題
で
あ
る
）
で
既
に
「
仰
云
一
之
内
軌
意
也
聞
タ
リ
大
身
真
言
之
後
…
」
の
前
行
が
切
れ
た
儘
の
紛
失
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
従
っ
て
「
表
の
平
仮
名
交
り
文
、（
閑
居
の
友
と
同
内
容
の
一
條
）
を
再
び
活
か
す
た
め
に
、
そ
の
記
事
の
最
初
か
ら
の
分
を
切
り
離
し
て
一
巻
に
仕
立
て
た
故
の
こ
と
」
と
い
う
川
瀬
氏
の
推
測
は
、
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
天
保
十
五
年
頃
か
、
安
政
四
年
頃
か
、
嘉
言
親
王
が
金
剛
輪
寺
蔵
古
本
（
六
百
年
前
）
を
底
本
と
し
て
謄
写
し
た
時
点
で
、「
仰
云
一
之
内
軌
意
也
聞
タ
リ
大
身
真
言
之
後
…
」
の
前
行
が
切
れ
た
儘
の
、
所
謂
「
前
欠
」
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
川
瀬
氏
紹
介
の
『
宝
秘
記
』
断
簡
三
葉
の
「
姿
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
一
致
に
更
に
加
え
る
に
、
古
く
嘉
言
親
王
の
「
頃
於
江
州
松
尾
明
寿
院
、
得
六
百
年
前
古
本
」
の
識
語
が
あ
り
、
近
く
は
川
瀬
氏
の
「
何
人
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
建
久
元
年
・
二
年
の
筆
記
を
そ
の
後
間
も
な
い
頃
に
纏
め
て
記
る
し
た
も
の
」
と
い
う
認
定
、「
円
海
記
」
一
行
を
「
本
文
と
は
別
筆
」、「（
正
元
元
年
頃
）
そ
の
年
代
が
筆
に
相
違
な
い
」
と
す
る
審
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
川
瀬
氏
指
摘
の
書
誌
学
的
な
諸
事
実
并
推
定
か
ら
判
断
す
る
と
、
川
瀬
一
馬
氏
紹
介
「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」
は
、
金
剛
輪
寺
旧
蔵
『
宝
秘
記
』
の
、
所
謂
「
前
欠
」
の
巻
子
本
の
首
の
三
葉
で
あ
っ
た
。
川
瀬
氏
の
こ
と
ば
を
借
り
て
正
確
に
い
え
ば
、
紙
背
の
平
仮
名
交
り
文
（
閑
居
の
友
と
同
内
容
の
一
條
）
を
再
び
活
か
す
た
め
に
、
そ
の
記
述
の
ほ
ゞ
最
終
行
に
当
る
表
の
真
言
修
法
記
述
「
正
元
々
年
、
円
海
」
迄
を
残
し
、「
御
加
持
東
寺
勝
賢
僧
正
、
六
字
供
供
結
線
」
以
下
を
切
り
離
し
て
一
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
結
び
川
瀬
氏
推
定
の
如
く
「
建
久
元
年
・
二
年
の
筆
記
を
そ
の
後
間
も
な
い
頃
に
纏
め
て
記
る
し
た
も
の
」、
或
は
「
円
海
記
」
一
行
を
「
本
文
と
は
別
筆
」、「（
正
元
元
年
頃
）
そ
の
年
代
が
筆
」
と
す
る
な
ら
ば
、『
宝
秘
記
』
巻
二
十
四
（
後
の
巻
立
て
の
可
能
性
も
あ
る
）
紙
背
の
「
閑
居
友
編
纂
の
一
資
料
」
は
「
慶
範
―
慶
政
」「
慶
範
―
公
縁
―
円
海
」
と
い
う
師
資
の
血
脈
の
只
中
に
、
慶
政
の
机
辺
近
く
蓄
え
ら
れ
て
い
た
「
編
纂
の
資
料
」（
そ
の
も
の
か
ど
う
か
、
疑
念
は
残
る
）
の
「
一
切
片
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
宝
秘
記
』
書
写
乃
至
一
校
を
加
え
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
「
正
元
々
年
」
の
円
海
は
「
忍
空
―
円
海
―
秀
範
」
と
い
う
師
資
相
承
血
―１０―
脈
中
に
認
め
ら
れ
る
「
円
海
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
『
宝
秘
記
』
を
書
写
可
能
な
年
齢
で
あ
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
若
干
の
疑
念
が
残
る
が
、
正
元
元
年
時
、
数
え
で
十
六
、
七
歳
頃
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
履
歴
を
勘
案
し
て
可
能
な
年
齢
で
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。
『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
収
載
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
に
「
円
順
前
権
僧
正
」
の
伝
法
灌
頂
受
法
弟
子
九
人
中
の
一
人
に
「
同
（
建
長
）
八
年
」
受
法
の
「
円
海
」
と
し
て
名
を
連
ね
る
「
円
海
」
そ
の
人
を
、『
宝
秘
記
』
書
写
乃
至
一
校
僧
の
「
円
海
」
に
比
定
す
る
安
嶋
紀
昭
氏
前
掲
論
文
・
下
坂
守
氏
前
掲
論
文
の
説
は
極
め
て
妥
当
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
円
海
」
を
「
太
子
堂
長
老
円
海
」
（
金
沢
文
庫
資
料
）
に
結
び
つ
け
る
手
が
か
り
は
な
く
、
唯
一
、
状
況
証
拠
的
な
一
例
を
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
に
拾
う
な
ら
ば
「
太
子
堂
長
老
静
基
」、
即
ち
妙
智
上
人
が
「
浄
雅
前
大
僧
正
授
十
八
人
」
の
伝
授
弟
子
の
一
人
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
正
和
二
―
三
―
廿
五
同
所
（
唐
院
）」
で
、
静
基
「
年
六
十
九
」
の
時
で
あ
っ
た
。
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
と
い
え
ば
花
園
天
皇
の
御
世
で
、
後
年
の
「
太
子
堂
長
老
円
海
上
人
」
と
結
び
う
る
状
況
証
拠
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
２
０
０
８
年
７
月
１９
日
（
土
）『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
』
の
第
二
部
会
で
松
本
郁
代
氏
（
横
浜
市
立
大
学
准
教
授
）「
中
宮
御
産
と
密
教
―
―
『
宝
秘
記
』
尊
星
王
御
修
法
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
発
表
が
あ
り
、
九
条
家
（
道
家
）
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
た
。
も
し
、
円
海
が
「
忍
空
―
円
海
―
秀
範
」
中
の
「
円
海
」
と
同
一
人
物
と
比
定
可
能
の
場
合
、
室
生
寺
に
展
開
し
た
神
道
や
異
本
『
覚
禅
鈔
』
の
問
題
な
ど
へ
自
ず
と
ひ
ろ
が
る
だ
け
に
、
そ
の
発
表
の
公
開
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
円
海
」
を
め
ぐ
る
書
物
の
逓
蔵
に
関
し
て
、
近
く
口
頭
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。
＊
＊
＊
本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
、
基
盤
（
Ｂ
）
課
題
番
号
「
１
８
３
２
０
１
０
２
」
の
分
担
研
究
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
本
誌
『
実
践
国
文
学
』
３４
・
３６
・
４２
・
４３
・
４８
号
補
記
・
補
注
な
ど
に
関
連
し
て
一
言
附
す
。
近
時
、
久
保
勇
氏
「
中
世
に
お
け
る
〈
武
〉
の
認
識
」
と
題
さ
れ
た
発
表
（
平
成
二
十
年
度
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
冬
季
大
会
、
於
関
西
学
院
大
学
、
十
二
月
七
日
）
が
あ
り
、
鐵
塔

を

鐵
の
籠

に
結
ぶ
こ
と
な
ど
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
無
明
・
法
性
と

酒
呑
童
子
譚

と
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
既
に
複
数
の
小
論
・
口
頭
発
表
で
明
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
関
東
天
台
・
東
国
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
が
、
逸
翁
美
術
館
蔵
（
香
取
大
宮
司
家
旧
蔵
）『
大
江
山
絵
詞
』
末
尾
近
く
「
麒
麟
無
極
め
は
な
き
か
、
邪
険
極
大
め
は
な
き
か
」
の
如
く
、
ア
レ
ゴ
リ
カ
ル
な
表
現
（
既
に
口
頭
発
表
な
ど
で
触
れ
た
）
を
は
め
―１１―
込
ん
で
、『
無
明
法
性
合
戦
状
』（
摩
多
羅
神

と
の
問
題
は
深
い
今
後
の
課
題
）
に
関
連
す
る

文
辞

へ
の
傾
斜
が
同
蔵
絵
巻
に
認
め
ら
れ
る
点
、
贅
言
を
加
え
て
追
記
と
す
る
。「
児
」
と
現
れ
、「
摩
多
羅
神
」
と
隠
れ
る

神
・
魔

を

東
国

に
直
ち
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
美
術
史
の
方
面
か
ら
相
澤
正
彦
氏
「
逸
翁
美
術
館
本
『
大
江
山
絵
詞
』
の
画
風
を
め
ぐ
っ
て
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
４７７
号
、
平
成
二
年
十
二
月
）
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
実
践
国
文
学
』
３９
号
補
記
（
平
成
三
年
三
月
）
参
照
。（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
八
日
記
）
（
ま
き
の
か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―１２―
